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日本博総合推進会議の開催について 

 

平成 30 年 12 月 25 日 

内 閣 総 理 大 臣 決 裁 

 

１．趣旨 

 

2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の機運醸成や訪日外国

人観光客の拡大等も見据えつつ、日本の美を体現する我が国の文化芸術の振興

及びその多様かつ普遍的な魅力を発信する日本博の具体化及び開催準備等に

係る審議を行うため、日本博総合推進会議（以下「推進会議」という。）を開

催する。 

 

２．構成 

 

推進会議の構成は、別紙のとおりとする。ただし、議長は、必要があると認

めるときは、関係者に出席を求めることができる。 

 

３．その他  

 

（１）推進会議の庶務は、関係行政機関の協力を得て、内閣官房において処理

する。 

 

（２）前各項に定めるもののほか、推進会議の運営に関する事項その他必要な

事項は、議長が定める。 

  

資料１ 



 

（別紙） 

 

議  長  安倍 晋三   内閣総理大臣 

 

議長代理  菅  義偉   内閣官房長官 

 

 議長補佐  野上 浩太郎  内閣官房副長官 

 

 構 成 員  櫻田 義孝   東京オリンピック競技大会・東京パラリンピ

ック競技大会担当大臣 
 

平井 卓也   内閣府特命担当大臣（クールジャパン戦略） 
 
河野 太郎   外務大臣 

 
柴山 昌彦   文部科学大臣 
 
石井 啓一   国土交通大臣 

 

小林 達雄   國學院大學文学部名誉教授 

 

小松 大秀   公益財団法人永青文庫館長 

 

島谷 弘幸   九州国立博物館長 

 
高階 秀爾   公益財団法人大原美術館館長 

 



 

平成 30年 12月 26日 

 

 

日本博総合推進会議運営要領（案） 

 

日本博総合推進会議（以下「総合推進会議」という。）の運営につ

いては、この運営要領の定めるところによるものとする。 

 

１．総合推進会議は非公開とし、会議終了後、議事要旨及び総合推進

会議で配布された資料を速やかに公表する。ただし、議長が特に必

要と認めるときは、議事要旨又は配布資料の全部又は一部を公表

しないものとすることができる。 

 

２．総合推進会議終了後、原則として、総合推進会議の事務局が記者

ブリーフを行い、議事内容を説明するものとする。 

資料２ 



１．経緯

○ 「『日本の美』総合プロジェクト懇談会」（主催：安倍総理、座長：津川雅彦氏）に
おいて、日本人の美意識・価値観を国内外にアピールし、その発展及び国際親善
と世界の平和に寄与するための施策の検討等を実施。

○ ２０２０年の「日本博」については、東京オリンピック・パラリンピック競技大会を
契機として日本の全国各地で実施することとされ、第６回の同懇談会（２０１８年６
月２２日開催）において、総理から文部科学省・文化庁に対して準備を進めるよう
指示。

２．関連スケジュール

２０１５年： 「『日本の美』総合プロジェクト懇談会」発足

２０１６年： 「日本仏像展」（於：イタリア）を開催

２０１８年： 「ジャポニスム2018」（於：フランス）を開催

２０１９年： 「ジャポニズム2019（仮称）」（於：米国等）を開催

２０２０年： 「日本博」（於：日本）を開催
（※ 同年、東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催）

「日本博」について 資料３



日本博総合推進会議
議長：内閣総理大臣 議長代理：内閣官房長官
議長補佐：内閣官房副長官（参）
構成員：オリパラ大臣、クールジャパン担当大臣、外務大臣、文科大臣、国交大臣、

小林達雄氏、小松大秀氏、島谷弘幸氏、高階秀爾氏

日本博の開催準備等に関する関係府省連絡会議（仮称）

各省庁間の連携・調整
議長：内閣官房副長官（参）、議長代理：内閣官房副長官補（内政）

議長補佐（全体総括担当）：文化庁長官、議長補佐（オリパラとの連携担当）：オリパラ事務局長

文化庁「日本博」企画委員会
有識者、地方自治体代表、産業界代表、日本博事務局事務総長

企画の立案・実施への助言

適宜助言等

オリパラ
事務局

国税庁 農水省 経産省外務省総務省
知財

事務局
厚労省 観光庁 環境省

アイヌ
政策室

文科省
まちひとしごと

事務局 宮内庁

文化庁
全体統括

警察庁

（独）日本芸術文化振興会
日本博事務局
企画の立案・実施
事務総長：理事長

（独）国立文化財機構

（独）国立美術館

（独）国立科学博物館

国立アイヌ民族博物館

国立近現代建築資料館

国立文化施設

「日本博」の検討・実施体制について（案）
資料４



「日本博」の総合テーマ等（案）

２ 基本コンセプト
「日本の美」は、縄文時代から現代まで１万年以上もの間、大自然の多様性を

尊重し、生きとし生けるもの全てに命が宿ると考え、それらを畏敬する「心」を
表現してきた。

日本は、景観や風土を大切にし、縄文土器をはじめ、仏像などの彫刻、浮世絵や
屏風などの絵画、漆器などの工芸、着物などの染織、能や歌舞伎などの伝統芸能、
文芸、現代の漫画・アニメなど様々な分野、衣食住をはじめとする暮らし、生活様
式等において、人間が自然にたいして共鳴、共感する「心」を具現化し、その「美
意識」を大切にしている。

「日本博」では、総合テーマ「日本人と自然」の下に、「美術・文化財」「舞台
芸術」「メディア芸術」「生活文化・文芸・音楽」「食文化・自然」「デザイン・
ファッション」「共生社会・多文化共生」「被災地復興」などの各分野にわたり、
縄文時代から現代まで続く「日本の美」を国内外へ発信し、次世代に伝えることで
更なる未来を創生する。

この文化芸術の祭典が、人々の交流を促して感動を呼び起こし、世界の多様性の
尊重、普遍性の共有、平和の祈りへとつながることを希求する。

１ 総合テーマ：「日本人と自然」

資料５
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３ 開催時期等
２０２０年を中心としつつ、その前後の期間も含めて幅広く展開

４ 実施にあたってのポイント
２０２０年、東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を契機に、「日本の美」を

体現する美術展・舞台芸術公演・文化芸術祭等を全国で展開。

「縄文から現代」及び「日本人と自然」というコンセプトの下、日本が誇る様々な文化を、
四季折々・年間を通じて体系的に展開。

文化庁を中心に、関係府省庁や文化施設、地方自治体、民間団体等の関係者の
総力を結集した大型国家プロジェクト

○ オリパラ前、期間中、オリパラ後のインバウンド拡充

○ 訪日外国人の「地方への誘客」の促進

○ 国家ブランディングの確立

２



〔共通コンセプト〕

日本人と自然縄文から現代
美術・文化財
舞台芸術
メディア芸術

デザイン・ファッション
共生社会・多文化共生

被災地復興

生活文化・文芸・音楽
食文化・自然

〔
主
な
分
野
〕

「日本博」の枠組み・イメージ① 資料６－１



(イメージ)
‣縄文から近現代の美術
‣伝統芸能・現代舞台芸術
‣メディア芸術
‣生活文化・文芸・音楽
等の複合領域を一つの空間で
演出するプロジェクト

「日本博」の中核となる
総合大型プロジェクト
（国、文化施設、民間
団体、事務局等が共同
で企画・実施）

「総合大型プロジェクト」 「分野別大規模プロジェクト」

公募助成型

各地域や団体の
特色ある企画を
公募し事業費を
一部助成

(イメージ)
①地域の特色を生かして
新たに企画・実施する
プロジェクト

②文化関係団体が実施
する新規性・創造性が
高いプロジェクト

※国は原則一部負担。た
だし、被災地との共催、
共生社会・多文化共生、
最先端技術の導入等に係
るものは例外とすること
を想定。

各地域や団体の
特色ある企画を
公募し企画内容
を認定

「日本博」のテーマ
及びコンセプトを加味
した大規模な展示・公
演等のプロジェクト
（全国的な活動を行う
団体等が主催）

(イメージ)
‣地方自治体や文化関係団体等で
一定期間実施するプロジェクト

※国は原則一部負担。ただし、
被災地との共催、共生社会・多
文化共生、最先端技術の導入等
に係るものは例外とすることを
想定。

参画型

(イメージ)
①テーマ、コンセプト
に沿う日本を代表する
プロジェクト
②「日本博」として国
内外に発信するものと
して相応しいプロジェ
クト

等

主催・共催型

「ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ型ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」

「日本博」の枠組み・イメージ②
資料６－２



企画（案） 概 要
日本の美、日本人と自然をテーマと
した美術品、国宝・重要文化財展示
（仮）

〇日本の美、日本人と自然を表現した縄文から近代までの代表的な
美術品、国宝・重要文化財等の絵画、彫刻、工芸、書などを紹介。
京都、九州、その他地域での実施も検討中。

「日本の美－工藝と自然－」（仮称）
〇素材や技法に工夫を重ねつつ、伝えられてきた日本の工芸、現代
を代表する作家から若手作家までの作品をデザイン性の高い空間
で展示。訪日外国人向け体験等も企画。

〇石川県をはじめとした地方での実施も検討中。

日本の建物模型の展示、文化財の
保存技術の体験（仮称）

文化財建造物の修理現場（仮称）

〇日本の伝統建築から近現代建築までの模型展示や、修理・彩色
などの日本の自然の素材を活用した伝統的な匠の技を体験する
展覧会。

〇国宝・重要文化財の建物修理現場一斉公開を全国で実施。大工、
屋根葺替、左官等の自然の素材を生かした技術や歴史的背景、
生活様式を紹介。

《美術・文化財》

企画（案） 概 要

「日本の伝統芸能まつり」（仮称）
〇歌舞伎、能狂言、人形浄瑠璃文楽、日本舞踊、琉球舞踊等の公演を、
各ジャンルの人間国宝などが一堂に会し短時間で行い、我が国の
「自然」を表現する舞台（ショーケース・タイプ）。

Discoverシリーズ（歌舞伎・能・文楽
等）（外国人のための体験公演）

〇訪日外国人を対象に、多言語サイトの開設、多言語化した音声
ガイド・字幕表示及びデジタルコンテンツによる解説で、日本
の四季を題材にした歌舞伎、文楽、能楽、組踊などを公演。

《舞台芸術》

「日本博」の主な企画案の概要（調整中）
資料７
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企画（案） 概 要

「詩を謡い、奏で、舞う」（仮称）
〇日本の四季折々の自然や風俗を表現している詩歌を選歌、作曲・
作詞をした上で邦楽を演奏し、舞踊、朗読形式で上演。
第１部は「万葉集」「新古今和歌集」、第２部は近世の文豪
（谷崎潤一郎、川端康成など）の作品を企画。

企画（案） 概 要

「国立公園展」（仮称）
〇四季折々に変化する国立公園の多様で豊かな日本の自然を絵画、
標本資料、画像などにより科学的、文化芸術的な側面から紹介。
同時に博物館内で、全国の国立公園への誘客を図る。

「日本の食」（仮称）
〇日本の自然の恵みによる多彩な食材等を多角的に紹介すると
ともに、日本の食の過去・未来を考察する体験や、全国の地域食、
日本の弁当文化体験などを提供。

《生活文化・文芸・音楽》

《食文化・自然》

企画（案） 概 要

「MANGA都市TOKYO ニッポンの
マンガ・アニメ・ゲーム・特撮」
（仮称）

〇日本のマンガ・アニメ・ゲーム・特撮に描かれたTOKYOの自
然、歴史、風土、文化を江戸時代から現代まで紹介。2018年パ
リ開催の展覧会を再構築し、約90タイトルの貴重な原画類、映像、
都市模型などにより構成。
展示によるTOKYO観光ガイドとしても楽しめる企画。

《メディア芸術》

２



企画（案） 概 要

「ここから4－障害と共生を考える
5日間」展（仮称）

〇障害・感覚・年齢などをテーマとし、アートを通じて共生社会
を考える機会となるよう、障害のある方たちが制作した魅力ある
作品等を展示し、あらゆる人々にとって新たな意識、「生き方の
創造」につなげていく作品を紹介。

《共生社会・多文化共生》

企画（案） 概 要

「日本のファッション、デザイン展」
（仮称）

〇日本の戦後ファッションの歴史を辿る初めての大展覧会。
21世紀になってからの最新の動向も紹介。日本のファッション・
デザイナーが「自然との関わり」から着想を得た「創造性」や
「革新性」を切り口とした展覧会等。

《デザイン・ファッション》

企画（案） 概 要

被災地における民俗芸能 （仮称） 〇全国各地の風土と生活の中で生まれた民俗芸能を各地で実施。
被災地の民俗芸能の復興をアピール。

《被災地復興》

《総合型》
企画（案） 概 要

アイヌ文化をテーマとした企画
〇2020年４月にアイヌ文化復興のナショナルセンターとしてオー
プンする“民族共生象徴空間”をはじめ、北海道内各地において、
“自然とともに生きるアイヌ文化”をテーマとした伝統芸能、
食文化・生活文化などの体験型プログラムを開催。

総合大型プロジェクト（仮）
〇一つの空間で国宝・重要文化財展示や、被災地も含めた全国の
伝統芸能、衣食住の展示、体験型ワークショップ等が丸ごと
楽しめる企画。

３



国宝・重要文化財展示 イメージ
我が国を代表する縄文から近代の国宝・重要文化財を、訪日外国人向けに多言語で「日本人と自然」のテーマ

で集中展示。

国宝『檜図屏風 狩野永徳』
安土桃山時代

国宝『太刀 三条宗近（名物三日月宗近）』
平安時代

重文『遮光器土偶』
縄文時代

国宝『新潟県笹山遺跡
出土深鉢形土器NO.5

(火焔型土器)』縄文時代
国宝『埴輪 挂甲の武人』

古墳時代

国宝『薬師如来像』
平安時代

国宝『秋冬山水図 雪舟』
室町時代

重文『樫鳥糸肩赤威胴丸』
室町時代

画像提供：独立行政法人国立文化財機構 蔵

重文 紙本墨画鳥獣人物戯画甲巻断簡
平安時代

1

（美術・文化財）

『新潟県笹山遺跡出土深鉢形土器』
のみ新潟県十日町市博物館 蔵

資料８



日本美を守り伝える「紡ぐプロジェクト」－皇室の至宝・国宝プロジェクト－

特別展 「御即位30年記念 両陛下と文化交流 ―日本美を伝える―」

伝岩佐又兵衛「小栗判官絵巻」（宮内庁三の丸尚蔵館 蔵）

高村光雲「養蚕天女」
（宮内庁三の丸尚蔵館 蔵）

会場：東京国立博物館本館
会期：2019年３月５日（火）～４月29日（月・祝）

宮内庁三の丸尚蔵館が所管する皇室ゆかりの作品の中から、天皇皇后両陛下が外国御訪問の際にお持ちにな
って紹介された作品などを展示し、両陛下が担われた文化交流を紹介。

「花鳥十二ヶ月図」酒井抱一筆 12幅 江戸時代・文政6年（1823）
（宮内庁三の丸尚蔵館 蔵）

赤縮緬地吉祥文様刺繍振袖
昭和10年（1935）

2

（美術・文化財）

＊文化庁、宮内庁、読売新聞社において、皇室ゆかりの優品や国宝・重要
文化財などの日本の美を広く国内外へ、さらに未来へ紡ぐため、「日本
美を守り伝える『紡ぐプロジェクト』－皇室の至宝・国宝プロジェクト
－」を共同で進めていくことについて合意。
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日本の工芸展 イメージ

石黒宗麿「彩瓷柿文壺」
（東京国立近代美術館工芸館 蔵）

鈴木長吉「十二の鷹」 3,6（東京国立近代美術館工芸館 蔵）

富本憲吉「色絵金銀彩四弁花文八角飾箱」
（東京国立近代美術館工芸館 蔵） 松田権六「蒔絵螺鈿有職文飾箱」

（東京国立近代美術館工芸館 蔵）

香川勝廣「菊花図花瓶」
（京都国立近代美術館 蔵）

堀柳女「けはい」
（東京国立近代美術館工芸館 蔵）

（美術・文化財）

｢自然へのまなざし(仮称)」
イメージ画像

｢パッション 20☆20PASSIONS（仮称）」イメージ画像

｢NATURE＆ART！ 素材・わざ・風土－再びひらく、人為と自然（仮称）」イメージ画像

飯田新七「雪中蒼鷹図」
（京都国立近代美術館 蔵）



「日本の美-工藝と自然-①（仮称）」イメージ （美術・文化財）

（はくじひねりめんとりつぼ）

前田昭博 白瓷捻面取壺

中田一於 淡桜釉裏銀彩葉文鉢

陶芸

（たんおうゆうりぎんさいようもんはち）

4

陶芸

人形 写真提供：日展、日本工芸会

素材や技法に工夫を重ねつつ、現在まで伝えられてきた日本の工芸、現代を代表する作家から中堅、若手作家
までの作品を展示する、日本の美「工芸」のすばらしさを伝える展覧会をデザイン性の高い空間で企画。訪日外
国人向けの工房体験や一流ホテルで作品を活用したアートフェア開催、食事を提供するなどの企画も実施。

人形

（もくしんとうそかみばり「しんげつ」）

林 駒夫 木芯桐塑紙貼「新月」 （うみ）から（てんくう）へ

奥田小由女「海から天空へ」

漆

（まきえらでんはちりょうばこ「さいこう」）

室瀬和美 蒔絵螺鈿八稜箱「彩光」
（文化庁 蔵）

漆

（ありまのみこ）

伊藤裕司「有馬皇子」

染織

（つむぎおりきもの「いりひ」)

村上良子 紬織着物「入り日」

染織

（たびはる ）か

中井貞次「旅遥か」
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「日本の美-工藝と自然-②（仮称）」イメージ （美術・文化財）

竹

木

写真提供：日展、日本工芸会

（りゅうもん）

本間秀昭「流紋-2018」

（のぞ）み

前川正治「望み」

（あじろあみもりかご「ようこう）

藤沼 昇 網代編盛籃「陽光」

竹

須田賢司
（おうち・かえでふきうるしかなめにかいだな「あふちのたな」）

楝・楓拭漆賀奈目二階棚「阿布知乃多奈」

木

（しぼ）の（なぎさつぼ）

今井政之「紫暮の渚壺」

金工

（そら）（はな）

春山文典「キュービック 宙・華」
（ひとよ）の（まい）Ⅱ

月岡裕二「一夜の舞Ⅱ」

截金

陶芸

金工

（ぞうがんおぼろぎんかき「せき」）

中川 衛 象嵌朧銀花器「堰」



独立行政法人

日本芸術文化振興会 高精細レプリカ展示 イメージ

国立劇場大劇場2階日本画ギャラリー等に、加山又造作「おぼろ」等の陶板による高精細レプリカ（大塚オー
ミ陶業株式会社）を特別展示予定。（2019年3月3日（日）予定「日本博」旗揚げ式より展示）

（参考）大塚オーミ陶業株式会社：2017年度「第7回ものづくり日本大賞」応用部門で内閣総理大臣賞を受賞。

6

「おぼろ」加⼭⼜造作
H1740×W3600（ｍｍ）

「⾵神雷神図屏⾵⾵」俵屋宗達作
H1545×W3396（ｍｍ）

「風神雷神図」建仁寺所蔵の高精細レプリカ演出︓イメージ

⇑
※2016年の
「伊勢志摩サミット」で
展示

（美術・文化財）
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能『雪』

（舞台芸術）

Discover KABUKI

公演チラシ
（2018年公演）

Discoverシリーズ（外国人のための体験公演） （舞台芸術）

Discover NOH&KYOGEN公演チラシ
（2019年公演）

Discover BUNRAKU公演チラシ

（2018年公演）

Discover KUMIODORI
公演チラシ

（2018年公演）

訪日外国人を対象に、日本の四季を題材にした歌舞伎、人形浄瑠璃文楽、能楽及び組踊などの公
演を、音声ガイド・字幕表示・解説書などの多言語対応(日・英・中・韓・西・仏)により実施。実
演前の見どころ解説コーナーを含み、1時間半～2時間で鑑賞できるプログラムを提供。



「日本フィルム展」 マンガ・アニメ・ゲーム・特撮」イメージ

訪日外国人が撮影し、海外に伝えられた明治・
大正期の日本の映像をまとめて紹介。

「隅田川」

「雨の京都」 8

（メディア芸術）

ニッポンのマンガ・アニメ・ゲーム・特撮に描かれたTOKYOをとりあげ、
その自然、歴史､風土、文化を江戸時代から現代まで多様に紹介。

Illustration by: Yoh Yoshinari
(c) Crypton Future Media, INC. www.piapro.net  / (c) khara / (c) 
Naoko Takeuchi/PNP, Toei Animation / (c) Osamu Akimoto,Atelier
Beedama/SHUEISHA / (c) SOTSU, SUNRISE / (c) TOHO CO., 
LTD.

写真提供：国際交流基⾦
©Photo by Hiroyuki Sawada

「ピクチャレスク・ジャパン 世界が見た日本の
景色（仮）」 主催：国立映画アーカイブ、英国映画協会

「MANGA 都市 TOKYOニッポンのマンガ・アニメ・ゲーム・特撮(仮)」
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日本の四季や自然をテーマとした「文芸×音楽×舞踊」イメージ

「詩を詠い、奏で、舞う」（仮称）
日本の四季折々の自然や風俗を読み込んだ詩歌に作曲・作詞し、演奏・舞踊・朗読形式で上演する。文学と音楽の両面から豊か
な作品世界を創造する。

各時代の特色も分かりやすく理解していただけるよう構成。日本独自の表現技法が凝らされた文学の豊かな世界を、伝統的
な音楽の演奏や舞踊などで鑑賞できる内容を検討中。

第1部では題材には「万葉集」「新古今和歌集」
第２部では近世・近代の文豪（谷崎潤一郎・川端康成など）の作品を候補として検討中。

文豪の聴いた音曲 「地歌舞 /雪 小説『細雪』」より 文豪の聴いた音曲 「地歌 茶音頭 小説『春琴抄』」より

「演奏と朗読でたどる 漱石と邦楽 」より朗読
明日をになう新進の舞踊・邦楽鑑賞会
「舞踊／長唄 藤娘」より

（生活文化・文芸・音楽）

国立劇場



「日本の食（仮称）」展 イメージ
日本列島の自然と環境の多様性によってもたらされている地域に根ざした多彩な食材について、動植物の標本やジオラマ、映

像などを駆使し、多角的に紹介。いかに人々は知恵と工夫を凝らして“日本の食”を育んできたのか、その過去・現在を理解
し、未来の食を考察する機会も提供。

関連企画として、日本の弁当文化を伝える「現代日本のトップシェフによる弁当（仮）」の販売も実施予定。

“日本の食”の歴史

多彩な“日本の食”～空間的な広がり～ “日本の食”を科学する
～多彩な食材をもたらす日本の自然～

（食文化・自然）

10

“日
本
の
食
”を
地
域
で
比
べ
る



時空を超える日本のアート―古典×現代2020（仮称）

2020年3月～6月（この間で12～13週程度）

現在活躍中の日本を代表する現代美術家、デザイナー、建築家等の表現を、日本
美術の古典というべき名作と組合せて展示し、時代を越えて継承されている造形や
美意識を、自然という観点で浮き彫りにする。

日本のアート，ファッション・デザイン 展示 イメージ

11
森英恵
ホステス・ガウン「菊のパジャマ・ドレス」
1966年
綾絹と絹シフォンのジャンプスーツとカフタン
島根県立石見美術館 蔵

日本の戦後ファッションから最新動向を
紹介。「自然との関わり」から着想を得た、
「創造性」や「革新性」を切り口に概観。

2020年6月～8月

日本のファッション・デザイン展（仮称）

鴻池朋子 Tomoko Konoike
皮緞帳 Drop curtain of cowhide
2015
インスタレーションビュー（神奈川県民ホール）
Installation View, Kanagawa Kenmin Hall

牛皮、クレヨン、水彩
cowhide, crayon, watercolor
600.0×2400 .0 cm
©Tomoko Konoike

（デザイン・ファッション）
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共生社会・多文化共生 イメージ

「ここから４－障害と共生を考える5日間」展（仮称）
平成28年度のスポーツ文化ワールドフォーラム時に国立新美術館で開催し、継続している「ここから展」を継承拡大

する企画。障がいを持つ人の作品展示だけでなく、手話通訳や「タッチ・エキジビション」（触れる展示）の導入、鑑
賞サポーターの配置等で、障がい者の鑑賞機会の充実、さらにはその家族など普段、美術館に来場しにくい層に美術館
を「ひらく」機会を目指す。

横溝さやか《TOKYO》

展示作品を解説するギャラリー
トークでの手話通訳

参考：文化庁主催「ここから」展について
「ここから３—障害・年齢・共生を考える5日間」
平成30年12月開催（会場はいずれも国立新美術館）

マンガ作品を「触れて」鑑賞する
「触図（しょくず）」化の試み

大倉史子《いちご》

（共生社会・多文化共生）



アイヌ文化をテーマとした企画 イメージ

２０２０年４月にアイヌ文化復興のナショナルセンターとして北海道白老町にオープンする
“民族共生象徴空間”をはじめ、北海道内の各地域において、“自然とともに生きるアイヌ文
化”をテーマとした各種イベントを開催し、現代に息づくアイヌ文化の魅力を国内外に発信。

民族共生象徴空間

Ainuの“踊りと音楽”
アイヌの古式舞踊や

伝統楽器・アイヌ音楽の魅力を発信Ainuの“工芸”
木彫、アットウシ織り等の工芸品が持つ魅力を発信

先住民族の文化フェスティバル
アイヌ文化の魅力を結集し、世界各国の先住民族の文化とともに、

その魅力を国内外に発信

Ainuの“食”
先住民族のスローフードの魅力を発信

13

（総合型、共生社会・多文化共生）



「春」
大浦さんさ踊りおおうらさんさおどり

岩手県山田町

独立行政法人
日本芸術文化振興会（国立劇場）

2

独立行政法人
日本芸術文化振興会（国立劇場）

①女川の獅子舞
宮城県女川町の獅子舞（「獅子振り」と呼ばれる）
は、女川町内の集落ごとに伝わる芸能。正月に家々
を回って悪魔を払う。震災でその多くが流されたが、
震災後に支援を得て復活した。

②雄勝の法印神楽
宮城県石巻市の神楽。震災で大きな被害を受けたが、
数々の復興公演を行ってきた。祭礼時には、仮設の
舞台を組んで上演。アクロバティックな舞も特徴の
勇壮な神楽。

③請戸の田植踊り
福島県浪江町の田植踊り。津波と原発事故により避
難を余儀なくされている子どもたちを中心とした踊
り。かつては祭礼に家々を回ったり浜辺で演じてい
た。震災後、さまざまな制約の中で熱心に活動を重
ねている。

④「廻り神楽」
震災によって大きな被害を受けた岩手県宮古市の黒
森神楽を追った長編ドキュメンタリー映画。

①

③ ④

②
「女川の獅子舞」 「雄勝の法印神楽」

「請戸の田植踊り」 「廻り神楽」

おがつ

うけど

被災地における民俗芸能 イメージ

14

（被災地復興）

岩手・宮城・福島沿岸部だけでも約1000件あるとされる民俗芸能と、それを伝える地域の震災復興をアピール
するため、被災地以外での公演を実施。

②



２０１８年

１２月１７日（月） 文化庁「日本博」企画委員会（第１回）

１２月２６日（水） 日本博総合推進会議

２０１９年

１月 日本博の開催準備等に関する関係府省連絡会議

２月 文化庁「日本博」企画委員会（第２回）

３月 ３日（日） 「日本博」旗揚げ式（於：国立劇場・大劇場）

２０２０年

３月中旬 「日本博」オープニングセレモニー（於：東京国立博物館）

※その他の「日本博」企画についても、順次調整・追加

「日本博」関連の主なスケジュール（案）
資料９
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